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はじめに
食行動は，食物獲得行動であり，民族の文化的背
景や個人の行動特性が関与する。また，食行動は様々
な要因の影響を受けている。その行動への影響は，
薬物や疾患等の個人的要件，食物獲得の容易さ，環
境温度などの環境的要件，文化や宗教などの社会的
要件の影響が考えられる。また，食物が満たさなけ
ればならない条件は，栄養素や安全性だけではな
い。鮮度や品質，見た目，匂い，風味・味覚・食感，
歯ごたえなどに加えて，嗜好性，好き嫌い，咀嚼機
能・嚥下機能や体調などの個人的条件や環境因子な
どの条件が関与する。
さらに，日本社会では，国民の食の関心の高さが
うかがえ，食通や美食家，グルメといったような言
葉を生んでいる。メディアでは，食の食べ歩きや料
理番組などが日々放映されている。加えて，和食や
各国料理やレストランの種類の多様さのみならず，
食物情報は期待感の高さを助長し，食の氾濫傾向と
なっている。
Wansink（中井訳）1）は，食物環境について，「私
たちが口にする食べ物の量は主に周囲の環境によっ
て決まる」と述べている。さらに，「食べ過ぎるの
は空腹だからではなく，殆ど目につかない無数にあ
る環境の影響を受けるためである」と，無意識の環
境が，食行動に与える力を指摘している。無意識の
環境には，家族や友人とといった食を取り巻く人間
関係，伝統的な工芸製品としても楽しめる食器，食
物容器のラベルや人工照明，食器棚や食卓の家具な
ど無数にある。雰囲気が良い場合，味がまずいと感
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ABSTRACT
Background : Eating behavior is influenced by various factors and the food environments of
proximity and subconsciousness. The Power of Food Scale（PFS）is a scale used to measure the psy-
chological and mental influence of the eating behavior that was developed by Cappelleri, R, et al
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workers, the results of measurement by PFS questionnaire, three factors（food available, food present
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じても食べ過ぎてしまう経験をした人は少なくない
と思われる。
食物が容易に手に入る環境において，無意識的な
食行動をとり，食べ過ぎることによる過食や過剰摂
取を招くリスクが増加する。人が自制心を失って空
腹でなくても過剰に食べる行動の結果としては，肥
満に陥るリスクが予想される。肥満は，Hu FB2－3）
らによると，高血糖や高血圧などメタボリックシン
ドロームと呼ばれる代謝障害を引き起こすことであ
る。
一方，食行動が肥満に影響する研究では，心理・
社会的な観点から Van Strien, Frijterset.al.4）による食
行動調査尺度がある。この DEBQ尺度（Dutch Eating
Behavior Questionnaire，以降 DEBQ）は，「抑制的
摂食」，「情動的摂食」，「外発的摂食」の3尺度に分
類される。今田5）により日本語版 DEBQ質問紙が作
成され，加藤・ロト6）は，質問紙の文言を一部修正
して調査を実施している。その結果，オーストリア
人学生より，体格指数の低い日本人学生の方が，「抑
制的摂食」，「外発的摂食」の程度が高いと述べてい
る。外発的刺激は，外界の刺激によって食行動が喚
起されることであり，食物環境の影響を受けること
である。今田は5），食物の匂いや味といった外的刺
激により，摂食行動が起こり，それが結果的に体重
コントロールへの影響があることを示唆している。
いわゆる，食物環境の影響を示したものである。こ
れら個人の心理的な食行動への影響力を持つ食物環
境に焦点をあて，肥満の要因を明らかにすることは
必要不可欠である。
Van Strien, T., Herman, C.P., et.al.7）らは，外的刺
激による食行動と肥満の議員との関連を調査してい
る。また，高山ら8）は，成人勤労者群と青年期学生
群の DEBQ尺度の因子構造を確認し，オリジナル
版の DEBQ尺度と比較したところ，因子構造は，
オリジナル版と成人勤労者群とは完全に一致し，信
頼性係数も十分であった。青年期学生群において
は，尺度を構成する項目に一部食い違いがあり，不
安定さを残したが，全体としては十分な水準の信頼
性を示していたこを検証している。
一方，日本肥満学会では，食行動異常9）として，
食欲の認知性調節障害（間食，ストレス誘発性食行
動），食欲の代謝性調節異常（過食・夜間大食，偏
食・早食い・朝食の欠食）をあげている。高山ら10）
は，青年期学生の食行動・睡眠調査（Eating Behavior
Questionnaire，以降 EBSQ）を実施し，「バランス食」，
「間食」，「インスタント食」，「高カロリー食」，「偏
食」，「早食い」，「好き嫌い」の食行動の7尺度を抽
出している。「好き嫌い」は，BMIとの間で弱い正
の相関を示し，痩せ群は肥満群より「間食」が有意
に高く，肥満群は「早食い」において有意に高いこ
とから，肥満に影響する食行動があり，食物環境と
の関連を否定できない食行動があると指摘してい
る。福元ら11－12）も早食いが体脂肪率の上昇を来たす
ことや糖代謝異常との関連を指摘している。偏食に
ついては，今田13）が，新たに偏食尺度の標準化を行
い，偏食尺度と DEBQにおける「抑制的摂食」と
の間に，負の相関が見いだされたと食行動と摂食行
動との関連性を指摘している。しかし，食物環境と
食物獲得行動の関係から見た場合，何が食物環境か
という定説はないというのが現状である。
食物環境の精神心理面に及ぼす影響を測定評価し
た研究に，Cappelleri, R. et al.の開発による The
Power of Food Scale14）（以降 PFS）による調査があ
る。PFSの日本語版はないために，今回，質問紙調
査を行うに当たり，PFSの翻訳は，雨宮によった。
PFSが，精神心理上の影響を測定できる調査票であ
るとした Lowe et al.15）の研究に基づいたものであ
る。
まず，本研究では，PFS調査票の因子構造を明ら
かにし，無意識に働く食物環境が日本人の成人勤労
者の食行動に影響するかどうか，また BMIからみ
た肥満との関連について明らかにする。その後，食
行動・睡眠尺度，DEBQ尺度により食行動との関連
について考察を試みた。
対象と方法
1．対象・調査方法
A企業に勤めている成人勤労者を対象にし，事業
所の協力を得て，社内イントラネットに調査票をア
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ップし，パソコン環境のある人に，Web上で回答
してもらうWeb調査方法とした。回答は，602人か
ら得られ，平均年齢は32．9（SD＝7．48）歳，男性
483人，女性119人であった。
2．調査内容，分析方法
質問紙調査の内容は，性別，年齢，身長，体重の
基礎項目と PFSのオリジナルの21項目の調査票を
用いた（Appendix）。評価基準は，「まったくそうで
ない」1，「ほとんどそうでない」2，「ときどきそ
うである」3，「しばしばそうである」4，「いつも
そうである」5の5件法を用いた。体格指数（Body
Mass Index，以降 BMI）は，「体重（kg）／身長2
（cm）」で算出し，痩せ18．5未満，標準18．5～25未
満，肥満25以上とした。
分析に用いた統計ソフトは，SPSS V20であった。
欠損値は分析のリストごとに除外した。基礎統計量
では，平均値と標準偏差（SD）を算出した。得ら
れたデータの調査項目は，主因子法とプロマックス
回転による因子分析を行った。因子負荷量の項目採
用基準は，因子負荷量の絶対値．35以上とし下位尺
度の信頼性分析を実施した。続いて，尺度間相関分
析を行った。その後，尺度値の群間比較は，BMI
を3ランク（1．痩せ群，2．標準群，3．肥満群）
に分類し，BMIを固定変数として，1要因分散分
析後，多重比較（tukey）を行った。
その後，EBSQ尺度の「バランス食」，「間食」，「高
カロリー食」，「インスタント食」，「早食い」，「好き
嫌い」，「睡眠不足」（α＞．68）の5尺度及び DEBQ
尺度，「情動的摂食」，「抑制的摂食」，「外発的摂食」
（α＞．73）の3尺度を用い，PFSによる食物環境
と DEBQ尺度および EBSQ尺度による食行動との
関連を検討した。
3．用語の操作的定義
食物スケールの力は，PFS調査票によって測定さ
れた食物環境が食行動に与える力と定義する。
4．倫理的配慮
本研究は，B大学心理学研究科の倫理指針に諮り
承認を得た。調査対象者には，Web上に研究目的
を示して協力を求め，研究協力の任意性を保証し，
同意を得られた人が自由意思で回答する旨依頼し了
承を得た。Web上の調査であるために個人は特定
できないことや送信後の辞退はできないことを明示
した。データはコード化し，研究の過程では，情報
保護を行い，結果の公表においては，目的外使用し
ないなどプライバシーの遵守を行った。調査票等研
究で用いた資料，USB等は研究終了後削除または
廃棄するとした。
結 果
1．PFS調査票の因子分析の結果
PFS調査票は，オリジナルでは21項目の調査項目
で行われ，因子分析によって2，4，7，9，12，
13の6項目を除く，15項目から3因子が抽出されて
いたため，同じような因子が抽出されるのか確認を
行った。21項目の調査票を主因子法により分析した
結果，不適解になり3因子の抽出ができなかった。
そこで，次の手順として，21項目の調査票から項目
番号，2，4，7，9，12，13の項目を除いたオリジナルと
同じ15項目で，主因子法，プロマックス回転による
因子分析を行った。
固有値の変化は，6．570，1．235，1．101，．897，
．763，．660，．591，．560，．490，．453，．420，
．350，．325，．308，．278であり，3因子構造が妥当
であると考えられた。共通性については，．299～．310
の範囲であった。因子負荷量の．30以上を採用し，3
因子解が抽出され累積寄与率は59．4％であった。
第3因子の「PFS17．自分は他のたいていの人よ
りも食べることをずっと楽しんでいると思う」は第
1因子にも因子負荷量．330で負荷がみられた。ま
た，第2因子の「毎日の生活の中で時々突然にもの
を食べたくなる衝動におそわれることがある」は，
第3因子にも因子負荷量．370がみられた。第1因子
の「PFS10．もし美味しいものが手に入ると分かれ
ば少し食べてみたいと思わずにはいられない」が，
第2因子にも因子負荷量．375がみられ，「PFS18．素
晴らしい食事の話をしているのをきくと自分も本当
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に何か食べたくなってくる」が，第2因子にも因子
負荷量．341で負荷がみられた。信頼性係数は，「第
1因子」（5項目）（α＝．766），「第2因子」（5項
目）（α＝．839），「第3因子」（5項目）（α＝．819），
「総合」（15項目）（α＝．905）であり，信頼性は十
分であった。しかし，オリジナルでは，第1因子が
6項目，第2因子が4項目であることから，再度オ
リジナルと同じ項目で信頼性係数の分析を行った。
「第1因子」（6項目）（α＝．760），「第2因子」（4
項目）（α＝．839），「第3因子」（5項目）（α＝．819），
「総合」（15項目）（α＝．904）であり，信頼性は十
分であった。因子負荷量がやや小さく，項目数に若
干のずれがあったことと Lowe et al.の先行研究15）で
は，15項目を用いて466人の大学生の調査も行ってい
ることからからオリジナルと同じ項目で行うことと
し，以降の分析はオリジナルと同じ項目で分析した。
因子名は第1因子 food Available，第2因子 food
Present，第3因子 food tastedと命名されていたた
め，これらの和文の尺度名を用い，第1因子「食影
響」，第2因子「食刺激」，第3因子「食享受」とし
た。
2．PFS尺度の下位尺度間相関
PFS尺度の下位尺度間相関については，表2に示
すとおりであった。「食影響」尺度と「食刺激」尺
項 目
因子負荷量
因子
1
因子
2
因子
3
PFS15 美味しいものを食べるときにはその良い味わいに集中してたっぷりと
楽しむ ．784 －．092 ．006
PFS14 好物は味わう前から期待でワクワクする ．78 ．135 －．092
PFS20 食べ物ができるだけ美味しいことは自分にとっては大事なことだ ．625 －．109 ．184
PFS10 もし美味しいものが手に入ると分かれば少し食べてみたいと思わずに
はいられない ．54 ．375 －．064
PFS18 素晴らしい食事の話をしているのをきくと自分も本当に何か食べたく
なってくる ．423 ．341 ．094
PFS6 高カロリーの好物が近くにあると味見をしないではいられない －．119 ．835 ．031
PFS5 好物の匂いをかいだり見たりすると少し食べてみたくなってしかたない ．199 ．694 －．051
PFS11 ある種の食べ物はとても美味しいのでそれが自分に悪いと分かってい
ても食べずにはいられない ．178 ．575 －．006
PFS16 毎日の生活の中で時々突然にものを食べたくなる衝動におそわれるこ
とがある －．267 ．482 ．370
PFS21 好物を食べる前には口の中が唾で一杯になってくる ．202 ．301 ．118
PFS19 自分は食べ物のことをずいぶんと心にかけているようだ ．21 －．137 ．661
PFS3 他の何よりも食べることが楽しみだ ．116 ．091 ．598
PFS17 自分は他のたいていの人よりも食べることをずっと楽しんでいると思う ．330 －．044 ．546
PFS1 お腹が空いていないときにも食べ物のことを考えていることがある －．092 ．267 ．465
PFS8 食べ物が自分に及ぼしている影響力を考えると怖くなる －．072 ．073 ．342
累積寄与率 59．4％
信頼性係数 ．766 ．839 ．819
食刺激 食享受 総合
食影響 ．616＊＊ ．643＊＊ ．867＊＊
食刺激 － ．713＊＊ ．870＊＊
食享受 － ．897＊＊
表1 PFS調査の因子分析の結果 主因子法 プロマックス回転 n＝602
表2 PFS尺度の尺度間相関 n＝602
＊＊p＜．01
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度との相関は，（r＝．616），「食刺激」と「食享受」
尺度との相関は，（r＝．713）で，中等度の正の相関
が認められた。「食影響」尺度，「食刺激」尺度，「食
享受」尺度と「総合」尺度との間の各々の相関は，
（r＝．867）以上の強い正の相関が認められた（p
＜．01）。
3．BMIランク別にみた PFS尺度の分散分析
BMIのランク（1痩せ群，2標準群，3肥満群）
を独立変数とし，PFS尺度の各下位尺度を従属変数
として1要因分散分析を行ったところ，「食影響」
尺度，「食享受」尺度，「総合」尺度において，有意
な差が認められ（それぞれ F（2，599）＝6．646，p
＜．001，F（2，599）＝3．532，p＜．05，F（2，599）
＝4．632，p＜．01，「食刺激」尺度とは有意な傾向が
認められなかった。
多重比較の結果をまとめると，表3に示すとおり
であった。「食影響」尺度は，肥満群と標準群は有
意な差が認められた（p＜．05）。痩せ群，標準群と
では，有意傾向を示した（p＜．1）。「食享受」尺度
では，痩せ群，標準群と有意な差が認められた（p
＜．05）。また，「総合」尺度では，肥満群と標準群
との間，標準群と痩せ群の間でいずれも有意傾向の
差を示した（p＜．1）。
4．PFS尺度と BMIおよび EBSQ尺度，DEBQ尺
度との相関
PFS尺度と BMIおよび EBSQ尺度，DEBQ尺度
との相関については，表4に示すとおりであった。
BMIと PFS尺度のどの尺度との間にも明らかな相
尺度 1痩せ群
Mean（SD）
2標準群
Mean（SD）
3肥満群
Mean（SD） F値 多重比較
食影響 2．2（．92） 1．9（．75） 2．2（．84） 6．646＊＊＊ 1＞2＋，2＜3＊
食刺激 2．5（．10） 2．3（．98） 2．4（1．06） 1．452
食享受 2．8（．92） 2．5（．93） 2．6（．89） 3．532＊ 1＞2＊
総 合 2．5（．80） 2．2（．77） 2．4（．81） 4．632＊ 1＞2†，2＜3†
PFS尺度 食影響 食刺激 食享受 総合
BMI ．040 －．022 －．046 －．010
食行動・睡眠尺度
バランス食 ．054＊ －．089＊ ．104＊ ．033
間食 ．328＊＊ ．326＊＊ ．233＊＊ ．335＊＊
高カロリー食 ．139＊＊ ．372＊＊ ．246＊＊ ．280＊＊
睡眠不足 ．052 ．147＊ ．101＊ ．111＊
インスタント食 ．042 ．159＊＊ ．082＊ ．103＊
早食い ．122＊＊ ．157＊＊ ．046 ．121＊＊
好き嫌い －．114＊＊ ．070 －．060 －．046
DEBQ尺度
情動的摂食 ．466＊＊ ．319＊＊ ．282＊＊ ．408＊＊
抑制的摂食 ．149＊＊ －．143＊＊ ．026 ．022
外発的摂食 ．420＊＊ ．550＊＊ ．482＊＊ ．547＊＊
表3 BMIランク別にみた PFS尺度の分散分析 n＝602
＊p＜．05 ＊＊＊p＜．001 †p＜．1
表4 PFS尺度，BMI，EBSQ尺度，DEBQ尺度との相関 n＝602
p＜．05 ＊＊p＜．01
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関が認められなかった。
また，において，EBSQ尺度の「間食」と「食影
響」尺度の間では，（r＝．328）。「食刺激」尺度との
間では，（r＝．326），「総合」尺度との間では，（r
＝．335）で，弱い正の相関が認められた。また，「高
カロリー食」と「食刺激」尺度との間では（r＝．372）
の弱い正の相関が認められた。
また，DEBQ尺度の「情動的摂食」と「食影響」
尺度との間では（r＝．466），「食刺激」尺度との間
では（r＝．318），「食享受」尺度との間では（r
＝．282），「総合」尺度との間では（r＝．408）の弱
い正の相関が認められた。さらに，「外発的摂食」
と「食影響」尺度との間では（r＝．420），「食刺激」
尺度との間では（r＝．550），「食享受」尺度との間
では（r＝．482），「総合」尺度との間では（r＝．547）
の中等度の正の相関が認められた。「抑制的摂食」
と PFS尺度との間では相関が認められなかった。
考 察
1．食行動と食物環境
飽食の現代社会では，昼夜を問わず営業するコン
ビニや24時間営業の飲食店など食べ物が一日中手に
入る環境条件が揃っている。さらに，インターネッ
トやメディア，街中の看板など食欲を促進させる外
的刺激が周囲には無数に存在する。食行動が，無意
識に行われる環境の影響を受ける1）ことは疑いよう
がない。多くの人は，食物を手にとってしまえば，
もったいないからと全部食べ終えるまで，やめるこ
とができない経験を持っている。私たちの周囲で
は，世界中の食材やメニューが氾濫し，食物が航空
輸送や海上輸送により流通される環境下である。
私たちは，周囲の食物環境の影響を受け，摂食コ
ントロールが多大な努力や意思を要し，標準体重を
維持することが難しい生活であることは容易に想像
できる。本研究では，食物スケールの力が肥満にど
のように影響しているかを質問紙調査により解明し
たものである。
2．PFS尺度
PFS調査票を使用し，調査票の項目は，因子構造
を確認した後，オリジナルと同じ15項目を用いて実
施した。第1尺度は，「食影響」尺度で，食べ物の
ことをずいぶんと心にかけているや「生活の中で物
を食べたくなる衝動にかられるなどであった。冷蔵
庫や食糧庫に山積みされた食べ物は，無意識に食物
が手に入る環境であり，過食につながることは否定
できない。周囲に豊富な食物が常備され，いつでも
食行動を起こすことのできる食物環境には過剰摂取
へのリスクがあると言わざるを得ない。
第2尺度は，「食刺激」尺度であった。「高カロリー
の好物が近くにあると味見しないではいられない」
や「好物の匂いをかいだり見たりすると少しでも食
べてみたくなってしかたない」などであった。料理
する手間を省かれた食べ物が，いつでも食べたい時
に食べることができる環境となれば，食欲をそそる
刺激の強さに忍耐力の困難さは予測されることであ
る。美味しいしそうな食物を視覚でとらえ，焼きト
リの匂いのように，嗅覚が刺激され香ばしさが充満
している状況では，食への欲求を抑制することは困
難が伴う。
さらに，インスタント食品のみならずスーパー
マーケットでは，工夫を凝らして容器に盛りつけら
れた惣菜は，利便性が高く購買意欲をかき立てる。
このような食行動を促進させる力を食物スケールの
持つ力といえるのではないだろうか。
第3尺度は，「食享受」尺度であった。「食べ物が
できるだけ美味しいことは自分にとって大事なこと
だ」や「好物は味わう前から期待でワクワクする」
などであった。食物の美味しさや味覚は，個人の過
去の四季折々の経験を土台にして，食べ物の味わい
や快の感情として記憶されたものである16）。冠婚葬
祭や地域の四季折々の伝統行事における郷土料理で
は社会的な要素が含まれているが，懐かしさも加味
して美味しく食べられることの重要性を示してい
る。食を楽しむ，言い換えれば食を享受することは，
現代社会の特徴を反映するものであると思われる。
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3．BMI及び食行動尺度との関連
PFS尺度においては，BMIとの相関を検証する
ことができなかった。食べ物への欲求が食行動を起
こしたことについては，食行動調査10）において，「間
食」の食行動が「痩せ群」に見られたように，直ち
に体重増加に繋がる結果になるとはいえないことが
明らかである。心理面での欲求を喚起する食物環境
と肥満との関連性は，再度別集団での検証が必要で
あると思われ今後の課題となった。
PFSの3下位尺度から BMIランクとの関連をみ
ると，「食影響」尺度は，標準群と肥満群では有意
な差があり肥満群が高かった，「総合」尺度でも同
じ結果であった。食物環境が肥満に及ぼす影響につ
いては，さらに詳細な検討が必要である。PFS尺度
と EBSQ尺度との関連では，「食影響」尺度と「間
食」との間に弱い相関があった。「間食」は，食物
が常備されている間食しやすい環境下にある食行動
であるといえる。また，「食刺激」尺度は，「間食」，
「高カロリー食」と中程度の相関があった。高カロ
リー食は，市中に出回るカロリーの高い食べ物やス
イーツなどがある。肥満に影響する食行動とは，密
接な関連を示すのが食物環境であると考える。
今田は，DEBQ尺度の「情動的摂食」は，怒りや
恐怖，不安といった内的覚醒状態の高まりによって
摂食行動が喚起される5）と述べている。「食影響」尺
度は，食料庫や冷蔵庫に山積みされた食べ物や「食
刺激」尺度のいつでも食べたいときに食べられる食
物環境は，食への欲求を抑制する困難さを示してい
る。無意識に目に入る豊富な食物がある食物環境の
力は，食行動促進に向けた抗いがたい力といえる。
不安や怒りなどの情動面の影響を受ける「情動的摂
食」と関連することは当然であるといえよう。さら
に，匂いや視覚による「外発的摂食」による食の刺
激は，食物環境そのものが外的刺激であり，「食刺
激」との相関は関連性があることは論を待たないこ
とを示したものである。
これらの結果からも明らかなように，DEBQ尺度
と PFS尺度の食行動の関連性から，心理・精神面
における食行動への関連を認識できた。
一方，痩せ群に関しては標準群との間に，「食享
受」尺度との間では有意な差があり，痩せ群におい
ても，食物環境の力の影響を受けることが明らかに
なった。しかし，「食刺激」尺度は，BMIのどのラ
ンクとも，明らかな違いを見出すことができなかっ
た。食物環境の影響については，青年期など，別の
集団での調査を実施することが課題となった。
本研究の限界
本研究では，直接的に BMIと関連することが認
められなかった。調査対象が成人勤労者といった，
比較的若い年齢集団で一企業の調査ということが考
えられ，本研究の限界である。また，PFS調査票を
用いた食物スケールの力の測定においては，無数の
食べ物を取り巻く環境の中で，固有の食物環境の特
定は困難であった。
まとめ
PFSは，直接的に BMIとの関連は認められなか
った。しかし，PFS尺度と EBSQ尺度の「間食」や
「高カロリー食」の食行動，DEBQ尺度の「情動的
摂食」や「外発的摂食」の食行動との関連性があり，
食物環境の心理・精神的な影響を測定できる食行動
尺度として有用性があることを示唆している。
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回答のしかた
以下の21項目は，あなたご自身にどのくらいあてはまりますか？
当てはまる程度を表す数字に○印をつけてお答えください。
1：あてはまらない 2：すこしあてはまる 3：ややあてはまる 4：かなりあてはまる
5：非常にあてはまる
訂正する場合には，前に選んだものに×印をつけて，新しく選んだほうに○印をつけてください。
質問項目
あ
て
は
ま
る
す
こ
し
あ
て
は
ま
る
や
や
あ
て
は
ま
る
か
な
り
あ
て
は
ま
る
非
常
に
あ
て
は
ま
る
1 お腹が空いていないときにも食べもののことを考えていることがある。 1 2 3 4 5
2 美味しい食事が並べられ食べるのを待たなければならない状況におかれたら，自分には待つことはかなり難しい。 1 2 3 4 5
3 他の何よりも食べることが楽しみだ。 1 2 3 4 5
4 自分にとっての食べものは，アルコール依存症の人にとっての酒のようなものだと思う。 1 2 3 4 5
5 好物の匂いをかいだり見たりすると，すこし食べてみたくなってしかたがない。 1 2 3 4 5
6 高カロリーの好物が近くにあると，味見しないではいられない。 1 2 3 4 5
7 その日に後で何を食べようかと，しばしば考える。 1 2 3 4 5
8 食べものが自分に及ぼしている影響力を考えると怖くなる。 1 2 3 4 5
9 好物を味わうときには，強い快感をおぼえる。 1 2 3 4 5
10 もし美味しいものが手に入ると分かれば，少し食べてみたいと思わずにはいられない。 1 2 3 4 5
11 ある種の食べものはとても美味しいので，それが自分に悪いと分かっていても食べずにはいられない。 1 2 3 4 5
12 宣伝や CMで美味しそうな食べものを見ると，食べたくなってしまう。 1 2 3 4 5
13 自分が食べものをコントロールしているのではなく，食べものが自分をコントロールしているように感じる。 1 2 3 4 5
14 好物は，味わう前から期待でワクワクする。 1 2 3 4 5
15 美味しいものを食べるときには，その良い味わいに集中してたっぷりと楽しむ。 1 2 3 4 5
16 毎日の生活の中で時々（はっきりした理由もなく）突然にものを食べたくなる衝動におそわれることがある。 1 2 3 4 5
17 自分は他のたいていの人よりも，食べることをずっと楽しんでいると思う。 1 2 3 4 5
18 素晴らしい食事の話をしているのをきくと，自分も本当に何か食べたくなってくる。 1 2 3 4 5
19 自分は食べもののことを，ずいぶんと心にかけているようだ。 1 2 3 4 5
20 食べ物ができるだけ美味しいことは，自分にとってはとても大事なことだ。 1 2 3 4 5
21 好物を食べる前には，口の中が唾でいっぱいになってくる。 1 2 3 4 5
Appendix
「Power of Food Scale, PFS」 調査票
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抄 録
【背景】食行動は，様々な影響を受けるが食物獲得には身近で無意識な食物環境が影響すると考え
られる。The Power of Food Scale（以降 PFS）は，Cappelleri, R. et al.（2009）により開発された
心理・精神面を測定できる食行動尺度があるが日本人を対象にした調査は見られない。
【目的】食物環境における食物スケールの力が，肥満におよぼす食行動への影響を明らかにする。
【方法】本研究では，A企業に勤めている成人勤労者の602人（男性483人，女性119人）を対象に
PFS調査票によって調査した。因子分析により下位尺度を抽出し，BMI（体格指数）は，3ランク
に分類し，1要因分散分析後，多重比較（tukey）を行った。次に，食行動・睡眠尺度（EBSQ），
食行動総合尺度（DEBQ）を用いて，PFS尺度との相関を分析した。
【結果】成人勤労者においては，PFS調査票による測定の結果，「食影響」，「食刺激」，「食環境」
の3因子が抽出された。PFSは，BMIとの相関が認められなかったものの，肥満に影響する食行
動との関連性を検証することができた。
【結論】PFSを用いた，成人勤労者の食行動の調査において，PFS尺度では，直接的に BMIとの
関連は認められなかった。しかし，PFS尺度と EBSQ尺度の「間食」や「高カロリー食」の食行動，
DEBQ尺度の「情動的摂食」や「外発的摂食」の食行動とは関連性を認め，食物環境の心理・精神
的な影響を測定できる食行動尺度として有用性があることを示唆できた。
キーワード：食物環境 食物スケールの力 食行動 成人勤労者 肥満
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